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われた。病理組織診断は Spindle cell sarcoma であった。






と思われた。病理組織診断は Non-Hodgkin malignant Lymphoma, 
follicular Grade2 であった。鼠径ヘルニアはわずかに腹膜鞘状突起
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強弱が生じる可能性が示唆された。放射線療法 (30Gy 頚部に照射 ) を
併用したところ、終了後 1 週間以内から疼痛の軽減があり、傾眠、呼
吸抑制も見られ、オキファストの注入速度を減量した。後日の測定で
は、透析直前の血中濃度 (ng/ml) は 232.9、透析終了時は 170.0、透析
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【目的】HBV 再活性化のしやすい薬剤としてリツキシマブを代表とする
免疫抑制剤があり、2009 年 1 月に日本肝臓学会よりガイドラインが提
唱された。近年、大腸癌 FOLFIRI+Bmab 療法や乳癌 CAF 療法等の固
形癌に対する全身化学療法ついても HBV 再活性化による死亡例の報告





【方法】2012 年 4 月 1 日より 2014 年 3 月 31 日までの 2 年間、当院固形
癌に対して全身化学療法を施行した患者より HBV キャリアを抽出し、
その患者の肝機能と骨髄機能の変化を調べ、再活性化の有無を推定した。
【結果】化学療法実施患者 379 名中 HB ｓ抗原（+）4 名。全患者核酸ア
ナログ投与無し。
症例 1)79 歳　男性　胃癌 S-1+CDDP 療法 6 コース weeklyPTX 1 コー
ス　肝障害 (-)　貧血 Grade2
症例 2)65 歳　男性　食道癌 5-FU+CDDP 療法 1 コース　肝障害 (-)　骨
髄抑制 (-)
症例 3)58 歳　女性　乳癌トラスツズマブ +EC 療法 1 コース　トラスツ
ズマブ単剤療法 14 コース　CDDP 胸腔内投与 1 コース　肝障害 (-)　白
血球減少 Grade4　貧血 Grade2
症例 4)82 歳　男性　前立腺癌 DOC 単剤療法 7 コース　肝障害 (-)　白血
球減少 Grade2　貧血 Grade2
【考察】今回の調査では HBV 再活性化を疑う症例はなかった。しかし、
調査期間中の全症例に対してきちんとした HBV スクリーニングを行っ
ておらず、潜在性 HBV キャリアを見逃している可能性がある。また、
汎用性が高まっている S-1 やカペシタビンの投与時にも、より慎重にな
る必要がある。今後、当院では化学療法施行患者全症例に対し、ガイド
ラインに従って HBV スクリーニングを行い、適切に対応が必要と考え
る。
